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伊佐早 禎則
取締役　常務執行役員
研究統括管掌、知的基盤担当、知的基盤センター長

研究開発戦略

市場環境の急激な変化に
対応していくために、
研究開発活動の仕組みを充実させ、
新規テーマの具現化を加速

担当役員メッセージ

研究テーマ評価システムの運用などで、組織の効率性や意思決定スピードが向上

　化学業界ではかつて、研究テーマを事業化するまでの
プロセスを「十年一仕事」と呼んでいました。しかし近年
は、「三年一仕事」の意識を持ってプロジェクトを回さなけ
れば、市場環境の急激な変化に追随できない状況にあり
ます。
　研究開発のスピードを上げるために、2022年にスコア
リングによる研究テーマの評価システムを確立し、運用を
始めました。全てのテーマに対して同一の評価軸を適用
したことで、研究リソースの配分などに際して、客観性の
ある優先順位付けが可能になりました。また、投資対効果
に対する研究員の感度が高まっており、進捗が芳しくない
テーマへの対応方法などについて、各研究組織内でコン

センサスを得る上でも、有効な仕組みとして機能していま
す。そして、評価の頻度も高めています。研究所単位の月
例報告会に加えて、研究統括部の幹部と研究所長らが集
う研究進捗会議での評価を、年4回から毎月開催に変更
しました。意見調整や意思決定が円滑になり、更にスピー
ド感が増してきています。研究員にとっては、幹部と直接
話ができる機会が増え、納得しながら進められるメリット
を実感しているようです。
　以上のように、研究組織の効率性やスピード感は、前
中期経営計画の3年間で着実に高まりました。一方、目標
に掲げた「新規事業の創出」については、新中期経営計
画の3か年で具体的な成果が示せるものと考えます。

3つの重点ターゲット領域を設定し、「事業フィールドマップ」でR&D戦略を可視化

　前中期経営計画の成果と、新規事業の開発遅延とい
う課題を踏まえて、「Grow UP 2026」では、研究開発
活動の選択と集中を更に加速させます。まず、研究統括
部が中長期的な研究開発の方向性を先導し、2030年、
2050年のありたい社会の姿に対して私たちがどのように
貢献できるのかを描き、バックキャスティングしながら新規
事業の創出についての検討を重ねています。新中期経営
計画では、ターゲット領域の見直しを行い、直近の成長
が著しい「ICT」と「モビリティ」に加え、人口に比例した産
業でボラティリティの波が少ない「医・食」という3つのター
ゲット領域に注力し、プロフィットの多様性を確保します。
　次に、各ターゲット領域で差異化製品を創出するべく、
市場トレンドと成長分野、社内の要素技術、事業化に向
けた進捗状況などを視覚的に関連付けた「事業フィール
ドマップ」を作成しました。作成に当たっては、蓄積してき
た技術基盤と人的資本・IPなどを棚卸しし、複数事業の

組み合わせによるシナジーや、他社及びアカデミアとの協
働という観点を加えています。このフィールドマップをもと
に、社内のオーガニックな技術進展だけでは不足する要
素技術の補完を目的としたロングリストとショートリストを
作成しています。
　また、近年の生成AIやMIをはじめとする統計科学・計
算化学の進展から、研究開発環境は大きく変化してお
り、今後更に加速すると考えられます。当社においても、こ
の変化を確実に取り込む活動を推進しており、今後はグ
ループ全体への展開も視野に入れています。
　新中期経営計画1年目の現在は、私たちの将来を大き
く左右する重要な局面にあるという認識を持っています。
この認識の下、DX人材の育成やIPランドスケープの活
用・深化を図りながら、重点ターゲット領域での新規テー
マ創出、及びテーマの事業化に努めていきます。



研究開発費、研究人員＊1の推移

研究テーマ設定のポイント

新規製品売上高＊2

2023 20262024

（億円、名）

研究人員

256

553
600＋α

280研究開発費

2023 20302024 2026

環境循環型メタノール
（CarbopathTM）を中心に
2030年度には新規製品の
売上高が拡大

①事業ポートフォリオの
ターゲット領域 ②適社度の高さ ③今後の成長分野

タイプA：既存事業の成長分野のテーマ
将来の成長を牽引するテーマとして優先的に資源投入

タイプB：既存事業外の成長分野のテーマ
持続可能な社会への貢献など新規市場開拓

タイプC：既存事業の投資対効果が見合うテーマ
製品ごとのきめ細かい対応で既存事業を拡大

OXYCAPTTM新規・次世代事業

＊1 グループ会社を除く ＊2 「2024年度時点で上市後5年以内の製品」及び
「2024年度以降に上市予定の製品」の売上高
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世界でオンリーワンの樹脂製多層容器は、
欧米の製薬企業から引き合いが増加中
荒川 翔太 ̶ 平塚研究所　第4研究グループ 主任研究員

　化学メーカーである当社が、バイアルやシリンジに成
型した最終製品を、「OXYCAPTTM」というブランド名で
グローバル市場に展開していきます。この樹脂製容器
の事業化に当たっては、各国の法規制に基づいて安
全性などを評価する試験への対応と、容器製造におけ
る厳格な品質マネジメントシステムへの対応が、重要な
ポイントでした。諸々の要件をクリアするために、開発初
期の段階から、製薬会社や認証団体・試験機関などと
密接な関係を築き、準備を進めてきました。ある製薬会
社による、薬剤の保存安定性試験で、「OXYCAPTTMだ
けが合格しました」という報告を受けた時は、私たちは
世界でオンリーワンの製品をつくっているのだという実
感が湧き、感慨深い気持ちになりました。
　OXYCAPTTMはガラスと同等のガスバリア性が最大
の特徴ですが、他の性能も優れており、“総合力”の高

さが評価されていると感じます。極低温での保存が必
要な医薬品に対しても優れたデータが得られており、引
き合いが増えています。顧客となる製薬企業は欧米が
中心であることから、今後の戦略として、海外での生産
も視野に入れていく必要があると考えています。



SDGsの観点で抽出した当社グループの特許総価値（Patent Asset Index＊1）（2023年12月31日時点）
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研究領域のDX教育プログラム

　2021年のDX解析を専門に行うDXチームの発足と
スーパーコンピュータの導入に伴い、より高度で大規模な
計算が可能となり、計算化学を用いた目標物性を有する
分子構造の予測や合成反応の解析などで顕著な成果を
得ています。加えて、自社開発したデータ科学ソフトウェア
の活用により、最適な分子構造・原料組成・製造条件な
どを推定することで研究開発の加速に役立っています。ま
た、実験の自動化、自律化の取り組みも開始しました。
　こうしたDX技術は専門チームのみならず全研究員へ
の展開を推進しています。具体的には、DX技術レベルを
レベルI～Vの5段階に分類し、各階層向けの教育を実施
しています。2026年度には全ての研究員がレベルIのDX
人材になることを目標としています。DX技術を実験前に
活用して条件を絞り込み、研究開発の高速化を図るとい

う次世代型研究開発を目指し、DX技術を当社グループ
に展開しています。

知的財産戦略

　化学メーカーが持続的な成長を追求していく上で知的
財産戦略は特に重要であり、新しい化合物や材料、製造
プロセス、またはアプリケーションに関する特許や商標な
どの取得や情報の解析は革新と成長を支える根幹となり
ます。知的基盤センターでは継続的な研究開発活動とそ
れに基づく知的財産の創出を行うために、研究開発部門
とともに研究テーマが置かれた外部環境や開発段階に
合わせた知的財産戦略を策定し、戦略をベースにした出
願、権利化やIPランドスケープを用いた情報解析を行っ
ています。例えば、特許出願数は前中期経営計画で経営
資源を優先的に配分してきた「差異化事業」「新規・次世
代事業」関連が出願の75%以上を占めており、多数の研
究開発の成果により競争力を強化していることを示してい
ます。また、SDGsの観点から見た俯瞰図からは、当社が
SDGsに対応した幅広い技術を有していることが見て取
れます。今後はデジタル技術を活用した知財管理システム
の利用を更に進めることで、データ駆動型の知財オペレー

ションへの転換を図っていきます。
　外部情報と社内情報を組み合わせて俯瞰するIPランド
スケープでは、研究開発、事業・経営、知的財産戦略の提
案を目指しています。例えば、AIを活用して収集した社外
の特許・文献やパブリックリリース情報に、これまで蓄積し
てきた自社の知財、研究開発や営業情報を組み合わせて
俯瞰し、社会のニーズと当社固有の技術・資源（シーズ）を
マッチングさせることで、当該分野の技術動向分析や潜
在的な競合分析、確度の高い顧客分析、あるいは既存製
品に関する新用途発見に活用されており、研究開発から
事業部門に活用範囲が広がっています。
　近い将来、SDGsも含めた私たちの研究フィールドや
テーマの妥当性をAIが定量的に示し研究戦略策定をサ
ポートすることで、当社グループの知的財産の価値を高め
当社グループのミッション「社会と分かち合える価値の創
造」に寄与していきます。

DX推進

レベルⅤ
[上級]

（DX指導者）
全社展開

全研究員指導

レベルⅣ [中級Ⅱ]
（DX推進者）
グループ研究員指導

レベルⅢ [中級Ⅰ]
（DX活用者）
研究テーマへの活用

レベルⅡ [初級Ⅱ]
（DX受講者）

機械学習／演習教育（1.5日間）

レベルⅠ [初級Ⅰ]
（DX受講者）

「統計・重回帰分析／演習教育（1日間）



当社グループの特許総価値の推移

＊1  出願特許の質（世界各国の特許に引用されている状況をもとにした
数値）と量（件数）を総合的に評価する客観的な手法により、グローバ
ルにおける技術力の強さとその影響力を可視化する指標
出所：Ernst, H., Omland, N., World Patent Information, vol. 33, 
pp. 34-41 (2011)
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新規・次世代

差異化

SMART-FACTORYの
実現に向けて

SMART-FACTORY

SMART-OFFICE

最適生産

ノウハウ蓄積 業務効率化

事故・トラブル
未然防止

・最新IT技術の活用
・各システムのデータ連携
・書類作成・計画作成の業務自動化
・専門業務の一般化、業務の最適化

振動

事故・トラブル報告システム

購買システム 物流システム

運転データ
システム

設備管理
システム

品質管理
システム

画像解析
システム

環境安全
システム

運転記録
システム

異常予兆検知システム 生産管理システム

統合連携
システム

圧力CV

画像流量

組成

電流液面

音響

行動温度

品質

環境 安全

CN

適正在庫

受注 生産計画 在庫管理 出荷
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SMART-FACTORYの推進

　当社は生産活動の原点である安全確保、環境保全と
効率的な生産との両立を目指しています。いずれも生産活
動に従事する従業員の技術力の高度化と、設備（ハード）
とシステム（ソフト）の最新技術導入・継続的な改善により
目指す姿を常に追求しています。
　プロセス、設備の技術改善に加えて、センサー、システ
ム、モバイルデバイスといったデジタル技術の活用を進め
ることで、高度な安定化、生産性の向上、安全の確保を実
現した、SMART-FACTORYへの取り組みに注力してい
ます。
　2023年度は、データ管理システムに蓄積されたデータ
を利用し、省資源・省エネルギー・高効率な生産に取り組
むとともに、データ活用人材の育成にも注力しました。ま
た、品質予測や異常予兆検知システム、AIによる運転支
援・業務支援システム等のトライアルを実施し、順次実装

に取り組んでいます。新潟工場で運用している「Human in 
the Loop Machine Learning」（人間参加型機械学習）
を適用したプラント腐食配管の外観検査システムは、運
用の中で得られた新たな知見も導入し、適用範囲の拡大
を行っています。更に、一部の装置では、データ解析により
異常予兆を検知するシステムを実装し、従来のアラーム管
理では予測できなかった異常に対処できるようになりまし
た。プラント操業に関わるデータは、SMART-FACTORY
データベースとして構築し、システム連携を進めることで、
サプライチェーンの最適化を進めるSMART-OFFICEとの
連携を目指しています。
　こうした新技術の活用により、事故・トラブルの未然防
止による安定運転、及び定型業務の効率化を達成し高度
なプラントオペレーションを実現していきます。




